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「
持
続
的
な
成
長
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の
実
現
に
向
け
た
要
望
を

決
議《
中
小
企
業・小
規
模
事
業
者
活
力
強
化
香
川
県
集
会
》」

　

香
川
県
商

工
会
連
合
会

は
、
十
一
月

二
十
九
日
、

高
松
市
内
の

ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
中
小

企
業
団
体
中

央
会
、
商
工

会
議
所
連
合

会
、
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
と
と
も
に
、
「
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
活
力
強
化

香
川
県
集
会
」
を
開
催
し
た
。
県
下

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
約
一
六

〇
人
が
集
ま
り
、
来
賓
と
し
て
原
四

国
経
済
産
業
局
長
、
西
原
副
知
事
、

高
城
県
議
会
議
長
、
五
十
嵐
日
本
商

工
会
議
所
理
事
等
が
出
席
。

　

集
会
の
中
で
、
篠
原
県
商
工
会
連

合
会
長
は
、
「
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
が
直
面
す
る
課
題
は
山
積
し

て
お
り
、
こ
の
難
局
か
ら
い
ち
早
く

脱
却
し
、
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

歩
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
講
じ
ら
れ
て
き
た
各
種
支
援
施
策

の
継
続
・
拡
充
は
も
と
よ
り
、
喫
緊

の
課
題
解
決
に
向
け
た
予
算
・
税
制

措
置
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
は

こ
こ
に
７
つ
の
項
目
に
つ
い
て
強
く

要
望
す
る
」
と
の
意
見
表
明
を
行

い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
支
援
策
の
推
進
に
つ
い
て
の
要

望
な
ど
、
７
つ
の
要
望
が
満
場
の
賛

同
を
得
て
採
択
さ
れ
た
。

　

集
会
後
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合

会
主
催
に
よ
り
、
原
四
国
経
済
産
業

局
長
に
よ
る
特
別
講
演
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
日
、
採
択
さ
れ
た
集
会
決
議

に
つ
い
て
は
、
後
日
、
関
係
機
関
に

対
し
て
要
望
活
動
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

【
要
望
項
目
】

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　

の
影
響
を
踏
ま
え
た
要
望

２
．
資
源
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
等

　
　

に
関
す
る
要
望

３
．
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

　
　

メ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
に
関
す
る

　
　

要
望

４
．
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る
要

　
　

望

５
．
事
業
承
継
支
援
施
策
の
拡
充
と

　
　

創
業
支
援
施
策
に
関
す
る
要
望

６
．
大
規
模
災
害
に
関
す
る
防
災
力

　
　

強
化
の
要
望

７
．
脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
取

　
　

組
み
に
関
す
る
要
望

　

香
川
県
商
工
会
連
合
会
は
、

十
一
月
十
七
日
、
九
月
五
日
に

就
任
さ
れ
た
池
田
豐
人
香
川
県

知
事
に
各
商
工
会
地
域
の
実
状

や
商
工
会
が
抱
え
て
い
る
課
題

等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
今
後
の
県
商
工
行
政

に
反
映
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

県
知
事
と
県
内
商
工
会
長
と
の

意
見
交
換
を
開
催
し
た
。

　

会
の
冒
頭
で
篠
原
県
商
工
会

連
合
会
長
は
、
「
地
域
経
済
を

支
え
る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
多
く
は
、
人

手
不
足
や
事
業
承
継
問
題
、
原
材
料
費
の
コ
ス
ト
増

な
ど
数
多
く
の
課
題
を
抱
え
、
苦
境
に
あ
え
い
で
い

る
。

　

疲
弊
し
た
地
域
経
済
を
立
て
直
す
た
め
に
は
、
商

工
会
の
取
組
み
に
加
え
て
、
国
や
県
に
よ
る
各
種
支

援
施
策
の
よ
り
一
層
の
充
実
が
必
要
で
あ
り
、
本
日

の
会
議
で
は
、
各
商
工
会
地
域
の
課
題
を
説
明
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
て
要
望
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
池
田
知
事
か
ら

「
県
内
の
商
工
会
長
と
の
意
見

交
換
の
機
会
を
設
け
て
い
た
だ

き
有
難
い
。
現
下
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
は
非
常
に

厳
し
い
経
営
環
境
に
置
か
れ
て

お
り
、
こ
の
局
面
を
乗
り
切
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
今
後
も
議
会
と
連
携
し
て
、
窮

状
を
乗
り
切
る
た
め
の
提
案
を
し
て
い
く
べ
く
、
皆

様
の
お
話
し
を
伺
い
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
各
種
補
助
金
・
助
成
金
、
職
員

の
増
員
、
商
工
会
館
の
耐
震
化
・
建
て
替
え
、
離
島

の
軽
油
税
の
免
除
、
コ
ロ
ナ
関
連
融
資
の
返
済
猶

予
、
空
き
家
対
策
、
県
道
改
良
工
事
、
地
域
イ
ベ
ン

ト
設
備
の
整
備
、
災
害
時
の
情
報
共
有
、
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
予
算
措
置
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
要

望
が
出
さ
れ
、
池
田
知
事
か
ら
は
一
つ
一
つ
回
答
が

あ
っ
た
。

「《香川県知事と県内商工会長の意見交換会》」

　

10
月
24
日
（
月
）
〜
26
日
（
水
）
、

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会　

宮
城
大
会

が
仙
台
市
の
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
本
会
か
ら
18
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
中
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
出
場
し
、SD

G
s

に
関
す
る
活
動
事
例
を
発
表
し
た
岡
山

県
の
真
庭
商
工
会
女
性
部　

部
長　

細

井
紀
子
さ
ん
に
、
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
女

性
部
員
一
同
で
黄
色
の
ハ
ン
カ
チ
を
振

り
、
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、
コ
ロ
ッ
ケ
作
り
を
通

し
て
、
東
日
本
大
震
災
後
の
地
域
活
性

化
を
行
っ
た
事
例
を
発
表
し
た
、
東

北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
が
受
賞
し

ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
俳
優
・
歌
手
の
中

村
雅
俊
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
故
郷
の

女
川
町
に
対
す
る
思
い
や
、
何
事
に
も

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

商
工
会
女
性
部
全
国
大
会
（
宮
城
大
会
）


